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新宮紀宝道路でインフラDX等の現場見学会を開催！
－紀南河川国道事務所－

R４.４.1９

和歌山県立新翔高等学校の建設技術系を対象に現場見学会を行いました。はじめに
「近畿自動車紀勢線の概要・国土交通省におけるインフラDXの取組状況等」の説明を
行った後、「熊野川河口大橋の見学」や「ICT土工の紹介」を行いました。

○熊野川河口大橋P1-P３上部工事の概要

【日 時】 令和4年4月19日(火)
9：30～11：30

【場 所】 熊野川河口大橋工事現場他

【参加者】 和歌山県立新翔高等学校
学生12名 教師3名

【主催】 紀南河川国道事務所

大成建設株式会社 関西支社

新宮地方建設業協同組合

【お問い合わせ先】
国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所工務第二課
〒 ６４６－０００３ 和歌山県田辺市中万呂 １４２ TEL：０７３９－２２－４８１４

□将来、建設会社の仕事に就きたいと考えているので、現場見学に参加できてよかった。
□工事現場のデジタル化を目のあたりにし、技術改革が行われていることが知れてよかった。

○参加者の声

○実施概要

○副所長による概要説明 ○熊野川河口大橋

現場見学会対象区間

橋梁形式：PC7径間連続箱桁橋

橋 長：821m 今回工事延長 407.0m

○熊野川河口大橋工事概要説明 ○ICT建設機械のデモンストレーション

ICT施工を実施することで従
来施工と比較して省人化と
工期短縮が実現！

橋梁内部で橋を支え
るために張られたワ
イヤーの役割を説明

令和4年3月末撮影
（熊野川河口大橋）

橋梁上部から工事全体を確認


